
 

和歌山工業高等専門学校の競争的研究費の直接経費からの研究以外の業務代行 

に係る経費の支出（バイアウト制度）に係る実施要項 

 

 

制  定 令和４年４月２５日 

 

（趣旨） 

第１ この要項は、独立行政法人国立高等専門学校機構における競争的研究費の直接経費

から研究以外の業務の代行に係る経費支出（バイアウト制度）に係る運用指針（令和３年

６月１８日理事長裁定、以下「運用指針」という。）に基づき、和歌山工業高等専門学校

におけるバイアウト制度の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２ この要項における用語の定義は、運用指針で定められるもののほか、以下の各号に定

める。 

一 学内提出期限 

ア 対象事業において応募書類に経費の計上が求められている場合は、その応募書類

の学内提出期限 

イ 採択後の交付申請時等に経費計上が求められる場合は、その交付申請等書類の学

内提出期限 

二 バイアウト経費 業務の代行に係る経費 

三 ＰＩ等 国等から受け入れる競争的研究費を申請しようとする、又は獲得した研究

代表者又は研究分担者をいう。 

 

（代行を認める業務） 

第３ バイアウト制度により代行を認める業務は、研究以外の業務であって、以下の各号に

掲げる業務とする。 

一 教育活動 

ア 非常勤講師による授業の実施（講義形式のみとし、実験実習は認めない。以下「授

業代行」という。） 

二 教育活動等に付随する業務 

 ア 授業補助（レジュメ作成・印刷、レポート整理、アクティブラーニングに係るファ

シリテーター補助など）  

 イ オンライン授業補助（コンテンツ作成、収録など） 

 

（代行を認める業務の条件等） 



 

第４ バイアウト制度により代行を認める業務に関して、以下の各号に条件を定める。 

一 授業代行は、２科目を上限とし、数回の代行は認めない。ただし、複数教員が担当す

る授業科目については、ＰＩ等が担当する授業時数の代行を認める。 

二 授業代行の申請は、前期分にあってはバイアウトの実施を希望する前年度１２月末

までに採択を受けた事業、後期分にあっては当該年度６月末までに採択を受けた事業

において認める。 

三 バイアウト経費の上限は、運用指針において定められている額、かつ研究の遂行に支

障を来さない範囲とする。なお、採択後の直接経費配分金額に不足が生じる場合は、承

認取消もしくは計画の変更を求める。 

四 複数の競争的研究費からバイアウト経費を支出する場合は、ＰＩ等は、それぞれの競

争的資金の使用区分（拡充される研究時間等）を明らかにするなど、経費分担の根拠を

明確にした上で、各経費間で重複がないよう、研究費の適切な執行を行うものとする。 

 

（負担額の算定方法及び経費の支払い） 

第５ バイアウト経費の金額は、代行する業務の内容に応じて、独立行政法人国立高等専門

学校機構及び本校の諸規則等により算出する。 

２ バイアウト制度の利用期間は、バイアウト経費支出の財源となる競争的研究費が執行

可能な年度とする。 

３ ＰＩ等は、代行に要する費用を、バイアウト経費として対象事業の直接経費に計上し、

学校がこれを支出する。ただし、各競争的研究費制度において、バイアウト経費の支払い

方法について規定がある場合は、その規定に則り支出するものとする。 

 

（申請手続き及び期限） 

第６ バイアウト制度の利用を希望するＰＩ等は、あらかじめ所属学科の主任（ＰＩ等が総

合教育科所属の場合においては総合教育科に加え、代行を申請する授業科目が開設され

た学科の主任）から教育に支障がないとの承認を得た上で、学内提出期限の１０日前まで

に、運用指針で定める別紙様式（第３条関係）により校長に申請する。 

２ 申請にあたりＰＩ等は、代行要員の確保に関して、必要とされる専門性を踏まえ、予め

候補となる者を示すなど協力するものとする。 

３ 校長は、教育の質の保証や本校の業務に支障がないと承認又は不承認を判断し、申請者

へ通知する。なお、承認通知をもって、本校とＰＩ等が直接経費への計上について合意し

たものとみなす。 

４ ＰＩ等は、校長から承認を得た場合は、各競争的研究費制度の公募要領等に従いバイア

ウト経費を申請する。 

５ ＰＩ等は、バイアウト経費を獲得した際は、総務課にバイアウト制度に適用に向けた必

要な手続きを依頼する。 



 

６ 競争的研究費の応募時にバイアウト経費を計上せず、採択後、研究の進展に応じバイア

ウト制度を適用する必要が生じた場合には、第１項ないし第３項の手続きを行った上で

必要な手続きを実施すること。 

７ ＰＩ等は、応募書類の内容から、採択後の直接経費総額の条件等に変更があった場合は、

速やかに申し出るものとする。 

８ ＰＩ等がバイアウト制度利用期間において非常勤講師等として兼業を行おうとする場

合（短期の兼業を除く）は、理由書（様式第１号）を学科主任の承認を得て副校長に提出

し、企画会議の審議を経て、校長の許可を得なければならない。 

９ ＰＩ等は、地域共同テクノセンター長の求めに応じ、活用実績や効果等について報告す

ること。 

 

 

附 則 

この実施要項は、令和４年４月２５日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

  



 

様式第１号 

年  月  日 

理 由 書 

 

 和歌山工業高等専門学校長 殿 

 

               申請者（所属・職名） 

                  （氏名） 

 

下記の理由により、バイアウト制度利用時において、非常勤講師等として兼業

することを申請します。 

記 

 

兼 業 先 の 

団体等名称 
 

講義名等  

兼業時期 

前期・後期・通年・集中講 義・その他（     ） 

 

 年   月   日～   年   月   日 

 （      コマ） ※１コマを 90分とします。 

理由 

 

 

 

 

※「理由」欄は、当該兼業がＰＩ等の研究に資する旨を記載すること。 

以上 

 

承 認 欄 

申請のあった上記の件について承認します。 

   年  月  日 

      役職名・署名                     

 

                                

 


